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地域懇談会について
地域の諸課題の実情を詳しく聴くことができた。（三村町長）Ａ

Q

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
に
立
っ
て

①
各
地
区
の
要
望
の
様

子
に
つ
い
て

②
特
に
呉
地
地
区
で
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
今
回
の
地
域
懇
談
会
は
、

﹁
行
政
情
報
や
地
域
課
題
を
、

住
民
と
行
政
が
共
有
す
る
。﹂

こ
と
を
主
眼
に
実
施
し
て
い

る
。

①
６
カ
所
が
終
了
し
た
段
階

で
は
あ
る
が
、
道
路
や
公
園
、

防
犯
・
防
災
、
健
康
・
福
祉

な
ど
、
地
域
の
諸
課
題
に
つ

い
て
、
実
状
を
詳
し
く
聴
く

こ
と
が
で
き
、
協
働
の
取
り

組
み
の
推
進
に
不
可
欠
な
相

互
理
解
と
信
頼
関
係
を
深
め

ら
れ
、
貴
重
な
﹁
対
話
の
機

会
﹂
で
あ
っ
た
。

②
呉
地
地
区
に
お
い
て
も
防

災
、
道
路
及
び
公
園
等
を

テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

荒瀧穂積議員

Q
A

熊野町協働まちづくり事業について
地域福祉の向上や良好な地域コミュニティの形成が
期待できる事業に対し助成を行っている。（立花副町長）

Ａ

Q

　
熊
野
町
ま
ち
づ
く
り
協

働
推
進
事
業
の

①
主
旨

②
活
動
内
容 

補
助
金

③
審
査
体
制

④
否
決
事
案
の
事
由

　
①
、
②
、
③
町
内
で
公
益

的
な
活
動
を
行
う
団
体
等

が
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
て
自
主
的
に
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対

し
、
活
動
経
費
の
全
部
又

は
一
部
を
助
成
︵
上
限
20

万
円
︶
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
③
審
査
は
、
副
町
長
と

各
部
長
で
構
成
す
る
選
考

委
員
会
を
設
置
し
、
協
働

性
、
自
立
継
続
性
、
具
体

性
な
ど
の
観
点
か
ら
審
査

を
行
っ
て
い
る
。

　
④
否
決
事
案
は
、
今
年

度
１
件
で
あ
り
、
事
由
に

つ
い
て
は
、
選
考
委
員
会

で
、
町
民
全
般
の
利
益
に

繋
が
る
も
の
と
し
て
捉
え

に
く
い
と
い
う
判
断
か

ら
、
不
採
択
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

荒瀧穂積議員

Q

A

町の活性化対策について
成功例を参考に地域の活性化に努めて参りたい。（三村町長）Ａ

Q

　
地
元
企
業
、
特
に
町
民
に
身
近

な
商
店
な
ど
の
実
態
を
把
握
し
て

い
る
か
。

　
町
内
の
商
店
の
状
況
は
、
ス
ー

パ
ー
や
薬
局
な
ど
大
型
店
の
進
出

は
あ
る
が
、
地
域
の
商
店
は
、
減

少
し
て
い
る
。

　
商
店
街
の
再
生
や
地
域
の
商
店

の
維
持
と
い
う
問
題
は
、
住
民
の

利
便
性
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化

を
考
え
る
う
え
で
、
町
行
政
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
西
公
民
館
の
建

て
替
え
を
機
に
、
熊
野
団
地
地
区

の
活
性
化
に
向
け
た
整
備
を
計
画

し
て
お
り
、
例
え
ば
西
公
民
館
の

跡
地
を
交
流
広
場
に
整
備
す
る
な

ど
、
地
域
の
集
客
能
力
を
高
め
、

坊
主
山
商
店
街
の
側
面
的
な
支
援

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
溝
地
区
も
含
め
、
町

内
の
商
店
に
対
す
る
支
援
策
に
つ

い
て
も
、
商
工
会
と
連
携
を
模
索

し
、
同
様
の
問
題
を
抱
え
そ
の
取

り
組
み
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
自

治
体
な
ど
の
成
功
例
を
参
考
に
地

域
の
活
性
化
に
努
め
て
参
り
た
い
。

QA

藤本哲智議員

郵便局との連携強化について
郵便局との連携により、高齢者世帯などに安心を提供する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三村町長）

Ａ

Q

　
熊
野
町
と
郵
便
局
の
連
携

体
制
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
。

　
郵
便
局
と
の
連
携
状
況
は
、

平
成
14
年
12
月
に
無
償
の
﹁
廃

棄
物
等
の
不
法
投
棄
に
関
す
る

情
報
提
供
の
業
務
委
託
契
約
﹂、

本
年
５
月
に
﹁
見
守
り
活
動
事

業
に
関
す
る
協
定
﹂
を
締
結
し

た
。

　
こ
れ
ら
は
、
郵
便
配
達
な
ど

を
行
う
中
で
、﹁
不
法
投
棄
物

や
行
為
を
目
撃
し
た
と
き
﹂、

﹁
新
聞
や
郵
便
物
が
溜
ま
っ
て

い
る
﹂
な
ど
の
異
常
を
確
認
し

た
場
合
に
情
報
を
提
供
し
て
も

ら
う
も
の
で
あ
る
。

　
郵
便
局
は
、
町
内
全
域
で
業

務
を
行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た

事
業
活
動
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

は
大
き
い
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
通
報
件
数
は

な
い
が
、
日
常
的
に
地
域
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な

ど
、
不
安
を
抱
え
た
世
帯
に
も

安
心
を
提
供
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

時光良造議員

QA

環境と人にやさしいエコタウンに
災害時避難所に太陽光発電システムなどの導入を要望している。（清代民生部長）Ａ

Q

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
の
誘
致

　
県
と
中
国
電
力
グ
ル
ー
プ
が
共
同

し
て
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
建

設
を
推
進
し
て
お
り
、
建
設
候
補
地

を
選
定
す
る
た
め
、
当
町
に
も
照
会

が
あ
っ
た
。

　
検
討
し
た
結
果
、
建
設
条
件
︵
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
未
利
用
地
で
20

年
以
上
継
続
し
て
発
電
所
の
設
置
可

能
な
公
有
地
︶
を
満
た
す
場
所
は
な

か
っ
た
。

時光良造議員

QA
　
環
境
省
の
「
二
酸
化
炭
素
排
出
抑

制
対
策
事
業
等
補
助
金
」
を
活
用
し

た
公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置

　
こ
の
補
助
金
で
県
が
実
施
す
る

﹁
公
共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
導
入
推
進
事
業
﹂
を
活
用
し
、
災

害
時
避
難
所
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
導
入
を
要
望
し
て
い
る
。

　
本
年
度
、
県
の
国
庫
補
助
申
請
は

国
に
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
県
か

ら
来
年
度
の
採
択
に
向
け
、
事
務
を

進
め
る
よ
う
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、

引
き
続
き
県
に
要
望
を
し
て
い
く
。

QA

町一斉清掃について
熊野町公衆衛生推進協議会に意見・要望などを伝え、同協議会で
審議を頂き、適切な対応を行っていく。　 （沖田生活環境課長）

Ａ

Q

　
高
齢
化
の
進
む
町
内
で
一
斉

清
掃
は
負
担
に
な
っ
て
き
て
い

る
。

　
特
に
河
川
に
入
っ
て
の
草
刈

り
は
重
労
働
で
あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
清
掃

方
法
が
違
う
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
る
町
民
が
た
く
さ
ん
い
る
。

一
斉
清
掃
の
基
準
を
作
り
、
誰

も
が
参
加
で
き
る
町
内
行
事
と

し
て
の
位
置
づ
け
を
要
望
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
高
齢
者
世
帯
に

と
っ
て
の
負
担
感
・
実
施
時
期
・

清
掃
場
所
な
ど
に
つ
い
て
、
意

見
や
要
望
が
あ
り
、
熊
野
町
公

衆
衛
生
推
進
協
議
会
に
情
報
提

供
し
審
議
を
重
ね
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

高
齢
者
の
参
加
や
清
掃
場
所
に

つ
い
て
は
、
各
自
治
会
が
決
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
統
一
し
た

基
準
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　
町
と
し
て
も
、
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
高
齢
の
方

に
は
無
理
を
せ
ず
、
負
担
に
な

ら
な
い
範
囲
で
協
力
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

民生部 門


